
同
で
遺
族
に
調査
し
た
と
こ
ろ、
、
る。

4
割
超
の
患
者
が
お
迎
え
を
体
験

し
て
い
た。

「
幽
霊
問
題
は、
人
間
の
深
層

心
理
ま
で
え
ぐ
り
出
す
話。
そ
こ

に
ど
う
い
う
こ
と
が
臆
さ
れ
て
い

1
9
9
7
年
か
ら
在
宅
ホ
ス
ピ

ス
ケ
ア
を
始
め
た
岡
部
さ
ん
は、

死
期
の
迫っ
た
患
者
が
他
界
し
た

親
の
姿
な
ど
を
見
る
「
お
迎
え」

に
つ
い
て
語
る
の
を、
何
度
も
経

験
し
た。
死
生
学
の
研
究
者
と
共

う
に
なっ
て、
苦
し
ん
で
い
る。

「
お
迎
え」
体
験

死
後
の
世
界
に
関
す
る
霊
的
(
ス

被
災
地
で
何
度
も
幽
霊
の
目
撃
ピ
リ
チュ
ア
ル)
な
心
の
痛
み
も、

話
を
耳
に
し
た。
霊
の
存在
を
否

居間
を
持つ
宗教
者
が
傾
聴
し、

定
し
て
い
た
人
や、
仮
設住
宅
を
祈
る
こ
と
で
和
ら
げ
ら
れ
た
と
い

訪
問
す
る
看
護
師
ま
で
見
え
る
よ
う。

東
日
本大
震
災後、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の

宗教者、
医
療
者、
市
民
グ

ル
ー
プ
が
「
心
の
相
談宮正
を
設立
し、

犠牲
者
の
弔
い
や
遺
族
の
悲
嘆
ケ
ア
に

取
り
組
ん
で
い
る。
室
長
の
岡
部健
さ
ん(
位)
リ
仙
台+
皇胃
葉
区
H
は
長
年、
が

ん
患
者
の
在
宅
ホ
スヒ
ス
ケ
ア
を
続
け
る
医
師。
自
身
も
が
ん
を
患
い
な
が
ら、

遺
族
や
死
を
前
に
し
た
患
者
の
苦儲
を
緩
和
す
る
宗
教
的
ケ
ア
を
証
会
に
定
着
さ

せ
よ
う
と、
力
を
注
ぐ。

東
北
大
に
講
座

心
の

相談室
の
取
り
組
み
を
機一

に、
今
春、
事
務
局
を
置
く
東
北一

大
で、
実
践
宗
教
学
寄

量産
がで

3
年間
の
予
定
で
始
まっ
た。
災一

害
や
事
故
の
犠牲
者
の
遺族
ケ
アで

や
終末
期
医
療
の
現場
で、
宗
教一

的ニ
l
ズ
に
応
え
ら
れ
る
専
門
職士

「
臨
窪示
教
師
(
仮
称)
」
の
窒

成
を
目
指
し
て
い
る。

土

欧
米
の
病
院
で
は
「
チ
ャ
プ
レf

ン」
と
呼
ば
れ
る
聖
職
者
がべ
さ一

ま
ざ
ま
な
信
仰
を
持
つ
人
々
の土

る
か、
宗
教
学
者
や
民
俗学
者
が
心
の
痛
み
を
ケ
ア
し
てiい
る。
国一

研
究
し、
現
場
か
ら
挙
が
る
苦
痛
内
で
も、
日
本
の
死
生
観
や
文
化一

を

宗教者
が
ど
う
解
決
す
る
か
が
をベ
l
ス
に、
公
共
性
を
持っ
て一

重
要」
と
指摘
す
る。

被
災
者
や
患
者
に
寄
り
添
う
枠一

米国一
の
被
災
地
ケ
ア
の
ガ
イ
ド
組
み
を
作
れ
ば、
臨
床
宗
教
師
の土

ラ
イ
ン
で
は、
地
域
の
宗教
団
体
活
躍
の
場
が
広
が
る
と
期
待
す一

に
よ
る
宗教
的
ケ
ア
が
最
初
に
入
る。

士

り、
そ
の
後
に
医
療、
心
理
の
専

こ
れ
ま
で
み
とっ
たが
ん
患
者士

門
家
が
精
神
科
の
絡む
問
題
を
引
は
2
0
0
0
人
を
超
す。
体
の
苦士

き
受
け
る
と
い
う。

痛
を
取
り
除
く
だ
け
で
な
く、
患
土

『
日
本人
に
も
根
深
い
宗教
性
者
と
家
族
の
心
を
ど
う
支
え
る
か一

が
あ
り、
宗教
的
ケ
ア
で
ス
ピ
リ
自
問
し
続
け、
宗
教
師
ケ
ア
の
必一

チユ
ア
ル
な
痛
み
か
ら
救
わ
れ
る
要
住
を
痛
感
し
て
き
た。
「
そ
の寸

の
に、
医
療
と
宗教
の
聞
に
大
き
種
は
ま
け
た
ん
じゃ
な
い
か
な」
一

な
壁
が
あ
り、
必
要
な
ケ
ア
が
行
と
思っ
て
い
る。

わ
れ
て
こ
な
かっ
た」
と
説
明
す

っ
た。5

月
に
は
悲
嘆
ケ
ア、
医
療、

生
活
支
援
の
専
門
家
も一
体
と
な

っ
て、
無料
の
電

話相談
を
開
始。

菓
厘巾
の
佳
職
の
呼び
掛
け
で、

避
難
所
や
仮
設住
宅
に
出
向
く
傾

聴移動喫茶
「
カ
フェ・
デ・
モ

ン
ク」
も
始
め、
秋
か
ら
は
ラ
ジ

オ
番
組
を
通
じ
て、
支
援
の
居
か

ぬ
民
間
借
り
上
げ
住
宅
の
被
災
者

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発信
し

て
い
る。

阿
部
さ
ん
は
宗教
を
超
え
た
活

動
の
ま
と
め
役
と
し
て
室
長
に

就
い
た。
移
動
喫
茶
で
支
援
の
数

珠
や
位
牌
(
い
は
い)
を
配
る
と

人
だ
か
り
が
で
き、
僧
慣
が
経
を

上
げ
る
と、
被
災
者
が
涙
を
流
し

に、
宮
城
墨示
教
法
人
連
議
議

て
手
を
合
わ
せ
る
姿
を
目
の
当

会
が
窓
口
を
設
け
た
こ
と
か
ら
ス

た
り
に
し
た。
「
宗
教
的
ケ
ア
の

タ
l
ト
し
た。
宗
教
宗
派
の
違
い

ニ
1
ズ
が
高
く、
医
者
は
代
わ
り

を
超
え、
僧
侶、
牧
師、
神
主
ら

に
な
れ
な
い
と
痛
感
し
た」
と
言

が
心
を一
つ
に
し
て
犠性
者
を
弔

う。

務務援物後援物後援務務援物傷後後援物後務援物後
援物後級協級協級協級協務級協務

震
災
後
に
窓
口

心
の
相談
室
は
震
災後
の
昨
年

3
1
4
月、

犠牲者
の
火
葬
が
行

わ
れ
て
い
た
葛
岡
斎
場(
章葉
区)

遺

族
・

患

者

の

心

の

支

え

健さん(62)

恒生せ尻町

「死に関係するところに臨床宗教l肺が居る形を
つくりたしUと話す岡部さん=青葉区の自宅

一一一一⑨

岡部

l心の相談室長

H
土
曜
日
掲
載


